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　目的　様々り遭逢いこあゐ現代の導まま,り人生観,ぐ価値観念知ることによ') -こ,れヵヽら
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　方広　劣後生活，匁庭生尭，人生観等に聞t心肉容にフいz、丸^mの黎机に遍営ずる

男廿営生c －夜ま｡i>k上)£対～,に　アンケ-ト調査色行rj り。肩効命冊か£得r-. 関面気

都第5i回研践発麦凍で･^，性別・営攻別I-獲討し雇｡赫果色ぶベリt,，吟回,さ　葦生息の良

治鴻足度こ影響&. 及ぼすもめ･こつビZ馬會,? ふ尽め。アンアーI- 墳§と・池遥えt-碑7 ロ

ス集計を行な丿，カイ自泰値，自由度. 馮も専, つ=?マー1/凶数包丈めrこ.

　稲栗　瞥生息のま油滴瓦度は　年々. 性別. 叡族構収寄の叢本的鳶性に-IS　aま'）影響

をnけで　s>k下のS. うなit i にたきく,左右で氏T. いゐことヵヽ岫ヵヽつrz.。な̂つち　○人気

の目視（召）色冶にとぐZ友切なもの( 価値観）③現在の自漕の生ぞ!ゐ　④尊覧霞の進踊ヽ

　⑤父∂の自勿への期待　④父母・自疸に対する患度　びと･･2"あゐ。^の凶，低両軋との

産飴の頻度⑧家庭・雰固気　④父。生池島良苓ヒも紡遠^'あく. “靉jぼな此。こりう言

菓。ヽぐ示す.一恥フー'しu｡この鼻代め若者と無｡との闇池何，^.外に，彼うの覇足度を瓦石

■Hiゐ。豪旁rJ鍵になゐの？a な口か乙考えら小｡心。
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　目白つ　モンフ'ツソー'|旋恥こ･むな考収脊的',;履責*ヽ啼在す5といえ3 ．t 水I*M・モ.X

テ，ツーい精神蕩今私費^ t践と涼い係わクE荷つものと考え引り。本研児では, t

､ンテフッーり肌背の泡環教青的視垢こついｒ授討い口とようとするi りで£る。

　方法　丈献,こよ§ 考糸。

　殆果　M・モンfバノーりょ, ^ど｀もとﾐﾁとi可きりま< 環縫にヽ㈲＼ ド対九卿V- )I］

足的i･ことらI ひり四こ利こ. いごよで∩環噫とLての物ド^ どヽもとロ）2恚ﾉ弥ざ免灯

して教師と子と託と,の全人格的触れあI-1 問見方に退く」ととら乙りれてぃる。よな，「

5 と"i r乃を゛幼児の客Mという整備,されfこ場漁にい，たん避難こせ, そこで正常tい’な

ヽごれ3．現官に主治している了ごヽぞと「幼児り^Aドヽ了ごいよ全く異s. i<n で･ある」と北

判ご㈲にり呼印ゑl ｝" tツタッヽﾉづの'- 功児一，ちﾐJ・ヽ成立こモンヤッソり蓬やり

発展。一分界気分更体ふ1≒話が土)

　しかし苓研究においては, ±ンテッソづ敦鮒゛^t漉としでの功一教師－Jどヽもと・,3

名周悸h応毎放郎心とらtてぃre =考え-I.。これはi eに3 名（7）をん袷的肉卿へ・考奄

なしにほ秒以kHヽiのではないrこ゛ろい｀。しルい旦わヽらtンラーツソー'I 歌まげっい
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